
 

 

 

 

全力投球！悔いなき一日！ 

 

私の母校である飫肥中学校には、校門を入るとすぐに「全力投球！悔いなき一日」と書かれた看板があります。

飫肥中の生徒は、毎日この言葉を目にしながら坂道を登っていました。 

同じく、私の母校であるこの日南高校には、校門を入るとすぐに「今日も元気で力いっぱい」という石碑があり

ます。日南高校といえば「エクセルショー」という言葉がすぐに思い浮かびますが、私たちが高校生のときの正

門は、今の「ＥＸＣＥＬＳＩＯＲ」ではなく、この石碑が校門に立っていて、日南高校出身者なら知らない人は

いない言葉です。「全力投球」と「力いっぱい」は同じこと。やはり学校というところは、「何事にも一生懸命に

取り組め」と教えるところなのですね。 

 

以下のコメントは、毎年３月に行われる「卒業生の話を聞く会」で、卒業したばかりの先輩たちが、後輩たちへ

伝えたいナマの体験談です。いくつか紹介しておきます。（注意:今年の３月に卒業した先輩たちのコメントでは

ありません。） 

★国立病院機構都城医療センター付属看護学校 Ａさん 

部活動との両立を成し遂げたＡさんが一言目に発した言葉は、「時間を無駄にしないこと」でした。 

★千葉商科大学人間社会学部 人間社会学科 Ｂさん 

推薦入試で不合格となり、その後もことごとく失敗したＢさんだからこそ言える「僕みたいになって欲しくな

い」という気持ちで話をしてくれました。推薦入試は早めの対策が必要！早くやる気スイッチを押せ！最後に

「頑張ったやつには、いい未来が待っている」というメッセージも残してくれました。 

★神戸大学 法学部 法律学科 Ｃさん 

陸上部に所属し、学業との両立に励んできたＥさんが心掛けていたことが「凡事徹底（当たり前のことをきち

んとやる）」ということでした。部活を引退した後は、土日も学校で勉強した。学校に来れば競い合い、励まし

あえる仲間がいる。そして頑張れる。「受験は団体戦」と言われる訳が理解できたと言っていました。そんなＥ

さんが自身の反省も踏まえた上で伝えてくれたのは「もっと苦手な教科に取り組むべし」ということでした。 

★鹿児島大学 工学部 海洋土木工学科 Ｄさん 

Ｇさんも部活との両立に苦しんでいたが、部活を辞めるという選択肢は無かった。勉強は限られた時間を工夫

していくしかない。特に２次試験の筆記試験対策には、じっくりと時間をかける必要があるので、まとまった

時間を作ることから工夫していった。担任の先生からはいつも「だからどうするのかを考えよ」と言われてき

た。次につなげるには今何をすべきか。現実問題、それはできるのか？できるなら具体的に、できないなら次

の方法を・・・。そこまで「目標に向かって強い気持ちが必要だ」と訴えてくれた。 

★福岡教育大学 教育学部 中等教育教員養成課程 数学専攻 Ｅさん 

授業中に居眠りなどをしていたことを後悔しながらも、受験モードに気持ちを切り替えてからは、予習を心掛

け、席も一番前を希望した。それまで分からないことは「あとでやろう・・・」と考えてきたけれど、やった

ためしがない。だから疑問点はその授業中に解決できるよう努力した。また、周りの友達の頑張りにも刺激さ

れ、土日も学校に来て勉強に取り組んできた。しかし、勉強量に自信はあっても、結果には満足できていな

い。時間が足りなかった。第１志望には届かず、チャレンジすらできず、悔しさが残った。そのＨさんは君た

ちに「授業を大事にすること。高い目標を持って、最後の最後まで努力を続けて欲しい。すべて自分に返って

くる。」そう教えてくれました。 

 

以上の５名に共通していることは、「部活動と勉強の両立」を成し遂げたということでした。この先輩たちの声

をスルーせず、来週の期末テストに向け、一日一日を全力投球で悔いなき一日にして欲

しいと願っています。 

 

【週行事予定】は裏面です。 
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【週行事予定】 

 

月 日 曜 行事予定 FT  課外 備考 

６ 

25 金  ○ × 8:15 校門通過 

26 土     

27 日 英検２次    

28 月 期末考査 × × 8:15 校門通過 

29 火 期末考査 × × 8:15 校門通過 

30 水 期末考査 × × 8:15 校門通過 

７ 

1 木 期末考査 ③壮行式Ⅱ  南郷HC下見(pm) × × 8:15 校門通過 

2 金  ○ Ａ 7:25 校門通過 

3 土 進研模試   7:25 校門通過 

4 日     

5 月 三者面談・家庭訪問期間 ～7/16まで ○ Ｂ 7:25 校門通過 

6 火 生徒会交流会 ○ Ｂ 7:25 校門通過 

7 水 寺子屋にちなん ○ Ｂ 7:25 校門通過 

8 木 奉仕活動（２１ＨＲ） ○ Ｂ 7:25 校門通過 

9 金  ○ Ｂ 7:25 校門通過 

 

 


